
中
院
通
茂
『
未
来
記
雨
中
吟
聞
書
』
翻
刻

忌
避
す
べ
き
風
体
の
歌
を
収
め
、
初
学
者
の
誠
め
と
し
た
歌
書
『
未

来
記
』
『
雨
中
時
』
(
藤
原
定
家
仮
託
)
に
は
、
中
世
後
期
か
ら
近
世

初
期
に
か
け
て
い
く
つ
か
の
古
注
釈
が
存
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

宗
祇
『
遠
情
抄
』
(
日
本
歌
学
大
系
別
巻
人
『
和
歌
部
類
』
、
京
都
大
学
蔵

大
惣
本
稀
書
集
成
第
十
巻
『
和
歌
七
部
之
抄
』
}
、
後
腸
成
天
皇
『
未
来

記
雨
中
時
御
抄
』
(
列
聖
全
集
御
撰
集
ニ
な
ど
を
別
に
す
れ
ば
、
大

半
は
い
ま
だ
翻
刻
さ
え
行
わ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
そ
の
欠
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
補
う
べ
く
、
「
時
騨
静
広
三
一
条

西
公
条
講
未
来
記
雨
中
時
聞
書
解
題
と
翻
刻
」
(
一
六
号
、
三
O
O

六
年
九
月
)
及
び
「
遠
情
抄
{
宗
祇
未
来
記
井
雨
中
吟
抄
)
解
題
と

翻
刻
」
(
一
人
号
、
三
O
O七
年
)
の
二
篇
に
続
い
て
、
中
院
通
茂
『
未

来
記
雨
中
吟
聞
書
』
(
京
都
大
学
中
院
文
庫
蔵
)
の
紹
介
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。
『
院
中
番
衆
所
日
記
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
通
茂
は
元
禄

( 

) 

井

原

英

恵

・

大

山

和

哉

熊
谷
和
美
・
小
林
雄
一

山
田
咲
生
子
・
中
村
健
史

十
五
年
十
一
月
十
七
日
二
一
十
一
日
、
二
十
六
日
、
十
二
月
十
二
日
、

十
六
日
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て
、
量
元
院
に
『
未
来
記
』
『
雨
中
吟
』

を
講
じ
た
。
本
書
は
そ
れ
に
先
だ
っ
十
一
月
十
一
日
、
二
十
日
、
二

十
二
日
の
三
園
、
お
そ
ら
く
は
予
行
演
習
を
兼
ね
た
意
味
で
、
門
人

た
ち
に
行
っ
た
講
釈
の
手
控
え
と
推
測
さ
れ
る
(
門
人
松
井
幸
隆
に

よ
る
聞
書
も
中
院
瓦
庫
に
『
未
来
記
雨
中
時
間
書
草
』
と
し
て
所
蔵
さ
れ
る
a

請
求
記
号
羽
息
。
そ
の
内
容
は
『
未
来
記
』
『
雨
中
吟
』
の
古
注
釈

の
な
か
で
も
群
を
抜
い
て
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
量
元
院
歌
壇
を
中

心
と
す
る
近
世
堂
上
歌
学
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
上
で
も
高
い
価
値

を
持
っ
と
恩
わ
れ
る
。

な
お
、
翻
刻
は
数
次
に
わ
か
っ
て
掲
載
し
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な

仙
洞
講
釈
、
『
未
来
記
雨
中
吟
聞
書
草
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

次
稿
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。
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〈
書
誌
V

京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
所
蔵
(
請
求
記
号
官
瑚
)
。
縦
一

三
・
入
国
×
横
一

0
・
四
国
。
双
葉
列
帖
装
。
本
文
料
紙
は
薄
手
の

楕
紙
。
薄
青
色
紙
表
紙
。
表
紙
に
直
接
「
未
来
記
雨
中
吟
」
と
題
を

墨
書
す
る
。
帳
題
「
未
来
記
雨
中
吟
聞
書
」
。
奥
書
等
は
な
し
。
冒

頭
「
未
来
記
」
と
い
う
内
題
の
下
に
、
朱
で
コ
克
禄
十
五
十
一
十
一

/
桐
中
御
講
十
一
十
七
始
」
と
記
さ
れ
る
。
書
写
者
は
不
明
で
あ
る

が
、
通
茂
の
筆
跡
に
似
る
。
全
丁
の
画
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
さ
れ
て
い
る
(
京
都
大
学
電
子
園
書
館
貴
重
資
料
画
像
)
。

〈
作
者
V

中
院
通
勝
。
寛
永
八
年
四
月
十
三
日
(
一
六
一
三
年
)
生
。
父
は

権
大
納
言
通
純
、
母
は
権
大
納
言
高
倉
永
慶
の
女
(
法
号
桂
光
院
)
。

弟
に
野
宮
定
縁
。
幼
名
安
居
丸
。
一
宇
名
「
水
」
「
老
」
。

慶
安
元
年
宣
月
五
日
、
五
歳
で
正
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
父
の
死

に
よ
っ
て
承
応
二
年
に
家
替
を
相
続
し
た
。
侍
従
、
右
近
衛
権
少
将
、

左
近
衛
権
中
将
な
ど
を
経
て
、
明
暦
元
年
E
月
、
参
議
補
任
。
同
年

六
月
、
従
三
位
。
権
中
納
言
よ
り
権
大
納
言
に
至
り
、
寛
文
十
年
、

四
十
歳
の
折
に
官
臓
を
辞
す
。
延
宝
二
年
よ
り
翌
三
年
ま
で
武
家
伝

奏
に
補
さ
れ
、
元
禄
十
七
年
、
内
大
臣
。
翌
宝
永
二
年
に
は
従
一
位

に
陸
っ
た
。
主
永
七
年
三
月
二
十
一
日
(
一
七
一

O
年
)
莞
。
享
年

八
十
。
法
号
渓
雲
院
-
墓
は
京
都
庫
山
寺
に
あ
る
。
室
は
小
笠
原
政

信
女
。
子
に
中
院
通
如
、
野
宮
定
基
、
久
世
通
夏
、
円
恕
。

祖
父
通
村
、
父
通
純
よ
り
和
歌
を
学
び
、
父
の
没
後
は
後
水
尾
院

に
師
事
し
た
。
寛
文
四
年
に
は
院
よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
、
明
正
天

皇
、
後
光
明
天
皇
、
後
西
天
皇
、
量
元
天
皇
、
東
山
天
皇
の
玉
代
に

歴
仕
。
堂
上
歌
壇
の
者
宿
と
し
て
嗣
子
中
院
通
婦
、
次
男
野
宮
定
基
、

三
男
久
世
通
夏
、
日
野
資
茂
ら
に
古
今
伝
授
を
行
い
、
霊
元
院
の
百

首
歌
に
も
合
点
を
施
す
な
ど
し
て
い
る
。
元
禄
十
六
年
九
月
、
歌
道

鍛
錬
を
も
っ
て
幕
府
よ
り
二
百
石
を
加
増
さ
れ
た
。
門
人
に
松
井
幸

隆
、
三
輪
希
賢
な
ど
。
ま
た
徳
川
光
園
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

家
集
に
『
老
椀
和
歌
集
』
が
あ
り
、
『
新
三
宝
和
歌
集
類
題
』
『
二
一

機
和
歌
集
類
題
』
等
の
類
題
集
に
も
そ
の
作
品
が
収
め
ら
れ
る
。
歌

学
書
に
『
詠
歌
大
概
聞
書
』
『
古
今
集
聞
書
』
『
源
氏
物
語
講
釈
』

な
E
多
数
。
『
渓
雲
問
答
』
は
門
人
松
井
幸
隆
の
聞
書
で
、
通
茂
の

歌
学
説
の
ほ
か
、
当
時
の
歌
壇
の
状
況
を
よ
く
伝
え
る
好
資
料
で
あ

る
。
ま
た
中
院
流
の
書
を
伝
え
る
能
筆
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
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〈
凡
例
〉

・
読
者
の
便
を
考
慮
し
て
、
『
未
来
記
』
『
雨
中
吟
』
本
文
に
は
歌

番
号
を
付
し
、
引
用
文
に
適
宜
「
」
を
加
え
る
な
ど
し
た
。

・
字
体
は
通
行
の
も
の
に
統
一
し
た
。

・
見
梢
ち
は
|
宜
↑
l
、
補
入
さ
れ
た
文
字
は
(
某
)
の
か
た
ち
で

あ
ら
わ
し
た
。
ま
た
朱
宇
は
ゴ
シ
ッ
ヲ
体
で
翻
刻
し
た
。



〈
翻
刻
V

未
来
記
語
能
仲
一

tu抽

此
書
を
未
来
記
と
号
す
る
事
は
、
後
生
の
輩
高
を
詠
ず
る
事
、
ふ

る
き
姿
の
長
高
く
優
に
し
て
E
し
く
、
又
幽
玄
に
哀
ふ
か
き
さ
ま

を
深
く
味
ひ
し
ら
ざ
る
人
は
、
さ
様
の
筋
を
ば
疎
に
思
ひ
て
只
新

敷
よ
み
出
ん
と
す
る
故
に
、
や
〉
も
す
れ
ば
入
ほ
が
に
事
過
、
ょ

の
つ
ね
の
つ

g
き
う
つ
く
し
き
調
を
ぱ
ふ
る
め
か
し
き
や
う
に
恩

ひ
、
つ
g
き
あ
し
く
切
々
な
る
調
を
ば
調
つ
よ
く
は
き
と
し
た
る

様
に
お
ぼ
え
て
つ
f
け
、
又
近
き
世
の
人
の
時
ど
も
の
心
詞
を
も

我
新
し
く
思
え
た
る
や
う
に
と
り
つ

g
け
、
又
は
近
代
の
寄
を
も

樟
な
く
本
膏
に
用
て
よ
み
出
な
ど
す
る
事
、
是
皆
あ
た
ら
し
く
と

深
く
案
ず
る
人
の
か
へ
り
て
ふ
み
た
が
へ
る
所
也
。
此
道
正
風
廃

れ
行
て
は
必
此
堺
に
可
赴
事
を
か
g
み
て
、
末
学
後
生
の
為
、
京

極
黄
門
如
此
よ
み
出
て
い
ま
し
め
と
し
給
へ
る
な
る
べ
し
。
い
か

に
も

l
lふ
か
く
吟
じ
よ
く
味
ひ
て
此
堺
に
入
ざ
る
や
う
に
心
を

か
く
べ
き
事
也
。

ーノ

1
5
7
v
Z
J
J
Z

前

和

歌

得

業

生

柿

本

貫

病

儒
者
秀
才
の
時
は
文
章
得
業
生
也
。
此
作
者
作
名
也
。
此
五
十
首

の
寄
の
心
を
も
此
作
者
に
て
よ
く
可
心
得
也
。
和
歌
得
業
生
、
心

得
ざ
る
官
也
。
本
儒
者
の
官
な
る
を
和
専
の
人
の
用
る
に
て
心

(
を
)
得
ベ
き
也
。
得
業
生
、
和
帯
に
応
ぜ
ず
。
又
柿
本
と
あ
ら

ぱ
人
丸
と
あ
ら
ん
か
と
恩
へ
ば
貫
と
あ
り
。
買
と
あ
ら
ば
之
な
ど

に
も
や
と
思
ひ
侍
れ
ば
文
照
と
あ
り
。
さ
ら
に
つ
f
か
ず
。
あ
ら

ぬ
か
た
に
ち
が
ひ
侍
る
事
、
未
来
記
の
耳
の
体
を
あ
ら
は
し
た
る

な
る
べ
し
。

此
寄
ど
も
風
体
あ
し
き
に
付
て
学
者
の
翫
事
無
用
な
る
事
と
恩
ひ
し

ゃ
ら
ん
、
宗
祇
抄
を
は
じ
め
諸
抄
と
も
に
姿
、
か
‘
ふ
り
、
調
の
あ
し

き
事
ば
か
り
を
註
し
て
、
百
人
一
首
、
詠
寄
大
概
な
ど
の
や
う
に
く

は
し
く
註
し
た
る
抄
物
み
え
ず
。
今
こ
れ
を
恩
ふ
に
、
百
人
一
首
は

人
々
の
秀
逸
を
あ
げ
て
和
寄
の
骨
髄
な
れ
ば
、
凡
眼
及
が
た
き
ゅ
へ

初
学
(
人
の
)
の
為
に
は
助
と
な
る
事
と
を
し
。
詠
専
大
概
は
心
、

調
、
風
体
の
事
を
あ
げ
た
づ
ね
、
さ
ま

p
tの
教
を
た
れ
て
寄
道
に

入
ベ
き
ゃ
う
を
書
を
か
れ
た
れ
ど
も
、

E
風
体
幽
玄
の
趣
は
今
の
学

者
の
心
に
入
が
た
く
み
え
て
、
心
を
う
つ
し
古
風
に
深
握
翫
す
る
人

稀
也
。
此
未
来
記
は
当
時
の
学
者
の
病
多
は
此
中
に
あ
り
。
却
而
し

た
し
か
る
べ
き
や
う
に
お
も
は
る
〉
也
。
此
寄
ど
も
を
親
み
し
た
〉

め
て
あ
し
き
所
を
心
得
た
る
上
に
、
詠
寄
大
概
の
寄
に
心
を
付
な
ぱ
、

よ
き
風
体
と
知
事
心
に
お
っ
ベ
し
。
其
上
に
又
此
歌
ど
も
を
み
て
は

深
此
風
体
の
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
趣
あ
き
ら
か
な
る
べ
し
。
そ
の
う
へ

に
て
は
詠
専
大
概
の
歌
の
体
に
心
う
つ
り
、
信
も
出
来
、
定
家
卿
の

教
も
心
肺
に
入
ベ
き
也
。
よ
仰
寸
依
之
及
ぼ
ず
な
が
串
古
抄
に
沙
汰

な
き
曹
の
心
を
愚
推
(
覧
慮
)
を
め
ぐ
ら
し
、
古
人
の
手
を
付
残
し
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た
る
難
を
も
加
へ
、
御
所
存
述
給
ひ
し
な
り
。

1 

は年
の
内春

春
は
き

け
り

と
せ
に

度
か
す
む
よ
も
の
山
の

妙
コ
年
の
内
に
春
は
き
に
け
り
一
と
せ
を
こ
ぞ
と
や
い
は
ん
こ
と
し

と
や
い
は
む
」

此
寄
古
今
の
巻
頭
昨
な
る
う
へ
、
詠
寄
大
概
に
も
「
雄
二
句
更
不

可
詠
之
」
と
い
へ
り
。
し
か
る
に
三
句
ま
で
こ
れ
を
と
る
の
み
な

ら
ず
、
句
の
置
所
も
か
は
ら
ず
、
以
年
内
立
春
詠
年
内
立
春
事
、

彼
是
不
可
然
」
云
々
。
尤
此
通
な
る
べ
し
。
此
寄
上
旬
古
今
寄
な

れ
ば
あ
し
か
る
べ
き
様
な
し
。
下
句
さ
し
て
に
く
げ
な
る
事
な
し
。

然
ら
ぽ
本
帯
の
調
取
過
わ
る
に
よ
り
、
此
第
一
に
入
た
る
な
る
べ

し
。
さ
て
本
寄
の
取
様
は
、

詠
歌
大
概
云
「
五
句
之
中
及
三
句
者
頗
過
分
無
珍
気
、
二
句
之
上

三
四
字
免
之
、
猶
案
之
以
同
事
詠
古
歌
調
頗
無
念
欺
酬
隊
問
、
以
四

季
歌
詠
恋
雑
帯
、
以
恋
雄
高
詠
四
季
寄
、
釦
此
之
時
無
取
古
高
之

難
欺
」
。

毎
月
抄
「
本
膏
を
と
る
様
は
花
の
帯
を
や
が
て
花
に
よ
み
、
月
を

や
が
て
月
に
よ
む
事
は
達
者
の
わ
ざ
な
る
べ
し
。
春
の
寄
を
ぽ
秋

4
な
ど
に
よ
み
か
へ
、
恋
専
を
ぱ
雑
や
季
の
寄
な
ど
に
て
、
し
か

る

も
そ
の
帯
を
と
れ
申
よ
と
き
こ
ゆ
る
や
う
に
よ
み
な
す
べ
き
に
て

候
。
本
膏
の
詞
を
あ
ま
り
に
お
ほ
く
と
る
事
は
、
あ
る
ま
じ
き
事

に
て
候
。
其
中
に
詮
と
お
ぼ
ゆ
る
詞
を
二
ば
か
り
と
り
て
、
今
の

寄
の
上
下
の
句
に
わ
か
ち
を
く
べ
き
に
や
」
云
々
。
此
両
書
之
旨

可
為
同
意
也
。
以
恋
雑
寄
詠
四
季
専
と
は
、
古
今
に

「
名
取
河
瀬
々
の
埋
木
あ
ら
は
れ
ば
い
か
に
せ
ん
と
か
あ
ひ
み
そ

め
け
ん
」
と
云
を
と
り
て
、

「
名
取
河
春
の
日
か
ず
は
あ
ら
は
れ
て
花
に
ぞ
し
づ
む
瀬
々
の
埋

木」

如
此
と
れ
る
を
い
へ
り
。
恋
専
を
春
に
用
、
瀬
々
埋
木
を
下
に
わ

か
ち
置
、
あ
ら
は
れ
ば
と
い
へ
る
を
あ
ら
は
れ
て
と
か
へ
て
つ
か

ひ
た
る
也
。
又
以
同
事
詠
と
い
へ
る
は
、
後
撰
ひ
が
き
の
姐
の
耳

「
年
ふ
れ
ば
我
く
ろ
髪
も
白
川
の
み
づ
は
く
む
ま
で
老
に
け
る

哉
」
と
云
に
て
、

「
年
ふ
れ
ば
わ
が
黒
髪
も
白
糸
の
よ
る
は
仏
の
名
を
と
な
へ
っ

と

定

家

是
は
一
二
句
置
所
か
は
ら
ず
、
以
述
懐
寄
詠
述
懐
寄
也
。
さ
れ
ど

も
白
川
を
白
糸
と
い
へ
る
は
、
我
く
ろ
髪
も
し
ら
と
う
け
た
る
は

同
事
な
れ
ど
も
、
白
糸
と
い
へ
る
は
定
家
卿
の
力
入
た
る
所
あ
り

て
、
白
の
字
、
我
物
と
し
た
る
所
み
ゆ
る
也
。
そ
の
う
へ
年
ふ
れ
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ぱ
の
五
文
字
、
一
首
の
冠
と
し
て
一
首
を
お
ほ
ふ
所
あ
り
て
、
一

首
の
ひ
っ
く
〉
り
と
成
た
る
也
。
本
寄
は
み
づ
は
く
む
ま
で
老
に

け
る
哉
と
老
の
字
あ
る
故
に
、
五
文
字
下
へ
お
ほ
ひ
ゃ
う
よ
は
く

き
こ
ゆ
る
也
。
定
家
寄
は
下
句
老
の
所
作
計
を
い
へ
る
ゆ
へ
、
年

ふ
れ
ば
の
五
文
字
一
首
へ
か
〉
り
て
、
一
首
の
ひ
っ
く
〉
り
と
成

た
る
や
う
に
、
力
づ
よ
く
お
も
く
き
こ
ゆ
る
也
。
詩
に
奪
胎
換
骨

と
い
へ
る
や
う
に
、
同
じ
五
文
字
の
調
な
が
ら
、
骨
を
と
り
か
へ

真
気
の
入
か
は
り
た
る
所
あ
り
。
如
此
と
り
周
る
事
、
誠
に
達
者

の
わ
ざ
な
る
べ
し
。
今
此
寄
は
上
三
句
本
専
を
そ
の
ま
〉
用
て
作

者
の
力
入
た
る
所
な
し
。
及
三
句
者
頗
過
分
無
珍
気
と
い
へ
る
所

也
。
さ
て
二
た
び
か
す
む
よ
も
の
山
の
は
も
上
の
二
句
よ
り
恩
ひ

っ
き
て
、
上
句
よ
り
出
た
る
趣
向
の
や
う
に
き
こ
ゆ
る
也
。
こ
れ

み
な
本
帯
に
す
が
り
た
る
取
ゃ
う
也
。
初
心
の
人
は
か
や
う
に
本

署
を
力
に
し
、
本
寄
に
す
が
り
て
は
と
る
事
成
が
た
き
ゅ
へ
、
せ

め
て
匂
の
置
所
を
か
で
四
季
を
恋
雑
に
か
へ
て
と
れ
と
を
し
へ

ら
れ
た
る
な
る
べ
し
。
た
と
へ
て
い
は
支
「
年
の
内
に
春
は
き
に

け
り
」
の
寄
は
一
瓦
方
帯
を
心
住
に
た
て
へ
そ
れ
よ
り
た
て
出
し

女

た
る
と
み
ゆ
る
也
。
定
家
卿
の
白
糸
の
専
は
、
ひ
が
き
の
掘
が
評

タ
ル
キ

Z

を
切
く
だ
き
て
橡
に
も
桁
に
も
つ
か
ひ
た
る
や
う
也
。
此
者
ば

か
り
に
て
は
、
切
く
だ
き
て
用
と
こ
ろ
み
え
が
た
し
。
そ
れ
は
昨

名
と
り
河
に
て
み
ゆ
る
也
。

「
名
と
り
何
せ
f
の
埋
木
あ
ら
は
れ
ば
」
と
云
寄
を
と
り
て
、
や

が
て
恋
の
寄
に
、

文

治

玉

堀

川

百

首

〔

固

に

て

)

不

量

恋

白

川

一

日

1

「
名
と
り
荷
い
か
に
せ
ん
と
も
ま
た
し
ら
ず
お
も
へ
ば
人
を
う
ら

み
け
る
哉
」

続
古
内
大
臣
家
百
首
章
構
建
保

R
H
M
H
@

「
あ
ら
は
れ
て
袖
の
う
へ
ゆ
く
名
取
河
今
は
わ
が
身
の
せ
く
か
た

も
な
し
」

建

保

名

所

百

品

目

日

日

目

白

日

H
U
H
-
L

「
名
と
り
河
心
に
く
た
す
埋
木
の
こ
と
は
り
し
ら
ぬ
袖
の
う
へ
か

な」

員

企

関

白

車

百

首

不

通

富

民

H
恥
1
1
て

「
名
と
り
河
心
の
と
は
ん
こ
と
の
は
も
し
ら
ぬ
あ
ふ
せ
は
わ
た
り

か
ね
つ
〉
」

院

句

題

五

十

首

寄

木

亜

日

N
H
H
河川
M
M
Tせ

「
せ
く
袖
に
せ
立
の
埋
木
あ
ら
は
れ
て
又
こ
す
波
に
く
ち
ゃ
は
て

な
ん
」

水
無
額
融
車
十
五
首
河
辺
直

b

た

れ

ほ

つ

ら

し

朽

隊

つ

る

輸

の

た

め

し

の

「
名
と
り
河
世
中
ゆ
埋
木
あ
ら
ほ
札

f
I止
す
披
比
瀬
々
の
む
も

れ
木
」

贈
客
寄
「
せ
き
わ
び
ぬ
今
は
た
お
な
じ
名
と
り
河
あ
ら
は
れ
は
て
ぬ
せ
ば

の
む
も
れ
木
」
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「
名
取
河
」
の
寄
一
首
を
八
度
に
用
て
さ
ま

p
tに
つ
か
ひ
な
し

た
る
作
意
、
凡
慮
の
及
ぶ
べ
き
所
に
あ
ら
ず
。
か
様
の
事
は
た
れ

も
な
る
ま
じ
く
、
古
今
に
あ
る
ま
じ
く
恩
は
る
与
に
、
近
代
秀
歌

あ
り
し

に
俊
頼
専
を
さ
ま

pi--褒
美
L
t中
に
、

コ
う
か
り
け
る
人
を
は
っ
せ
の
山
お
ろ
し
よ
は
げ
し
か
れ
と
は
祈

ら
ぬ
も
の
を
」

こ
れ
は
心
ふ
か
く
、
調
心
に
ま
か
せ
て
ま
ね
ぶ
と
も
い
ひ
つ
f
け

が
た
く
、
誠
に
及
ま
じ
き
姿
也
」
云
々
。
定
家
も
此
専
は
及
ま
じ

く
思
は
れ
た
り
と
み
え
た
り
。
文
忠
専
の
「
有
明
の
つ
れ
な
く
み

え
し
」
の
帯
を
ぱ
「
あ
は
れ
是
様
の
高
を
一
首
よ
み
て
此
世
の
思

ひ
に
せ
ば
や
」
と
申
さ
れ
し
。
い
か
ば
か
り
好
ま
し
く
う
ら
山
し

く
思
は
れ
け
る
に
ぞ
。
こ
れ
に
て
帯
の
道
の
無
尽
な
る
所
を
恩
ベ

し。或
抄

E
「
一
と
せ
に
二
度
か
す
む
、
一
二
と
い
へ
る
も
好
ま
し
か

ら
ず
侍
な
る
べ
し
」
云
々
。

さ
れ
E
も
一
二
と
つ
f
き
た
る
古
時
あ
ま
た
あ
れ
ば
、
答
に
は
あ

る
ま
じ
き
也
。

「
声
た
え
ず
な
け
や
健
一
と
せ
に
二
た
び
と
だ
に
く
べ
き
春
か

は」
「
色
か
は
る
秋
の
菊
を
ば
一
と
せ
に
二
た
び
に
ほ
ふ
花
か
と
ぞ
み

る」
「
一
と
せ
に
二
た
び
さ
か
ぬ
花
な
れ
ば
む
ペ
ち
る
こ
と
を
人
は
い

ひ
け
り
」

「
渡
守
は
や
舟
か
く
せ
一
と
せ
に
二
た
び
き
ま
す
き
み
な
ら
な
く

近
代
は
此
調
多
は
み
え
ざ
る
也
。

2 

う
ち
出
る
涙
の
こ
ほ
り
と
き
は
山
声
に
色
あ
る
う
ぐ
ひ
す
の
谷

「
雪
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
備
の
こ
ほ
れ
る
な
み
だ
今
や
と
く

ら
ん
」

抄

「
涙
の
こ
ほ
り
と
き
は
山
と
つ
Z
け
た
る
秀
句
、
一
段
と
あ
し
く

き
〉
に
く
き
也
。
又
備
の
谷
は
谷
の
鴛
を
め
づ
ら
し
く
せ
ん
と
す

る
に
や
、
入
ほ
が
な
る
べ
し
。
声
に
色
あ
る
も
い
ひ
お
ほ
せ

τも

お
ぼ
え
ず
。
鱒
の
谷
、
こ
れ
ら
や
調
の
未
来
記
に
侍
ら
ん
。
惣
じ

て
詞
の
未
来
記
、
心
の
未
来
記
侍
ベ
し
。
よ
く

l
l分
別
す
べ
き

也
」
云
々
。

声
に
色
あ
る
は
声
に
春
の
色
あ
る
の
心
な
る
べ
き
也
。
誠
に
い
ひ

お
ほ
せ
て
も
き
こ
え
ぬ
也
。
こ
ゑ
に
と
い
ひ
、
色
あ
る
と
い
へ
る
、

ふ
と
き
与
た
る
所
面
白
や
う
な
る
詞
に
て
、
よ
く
吟
ず
れ
ば
い
や

し
く
き
与
に
く
幸
い
や
な
る
調
也
。
涙
の
氷
と
き
は
山
、
か
様
に

も
と
め
た
る
秀
句
は
耳
に
た
ち
て
き
与
に
く
き
故
、
大
き
に
嫌
事

也。
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さ
て
打
出
る
と
い
へ
る
は
備
の
初
音
の
事
な
が
ら
、
下
に
谷
と
い

ひ
、
氷
と
あ
る
を
み
れ
ば
「
谷
風
に
と
く
る
氷
の
隙
ご
と
に
」
の

帯
に
て
、
う
ち
出
る
波
と
う
け
て
な
み
だ
の
氷
と
つ
f
け
た
る
也
。

さ
れ
ど
も
涙
の
氷
と
い
ひ
て
は
波
と
う
け
た
り
と
は
き
こ
え
ず
。

殊
常
磐
山
に
波
は
相
応
せ
ざ
る
也
。
又
常
盤
山
こ
ゑ
と
つ
f
き
た

る
も
、
ふ
と
き
く
所
何
の
声
か
と
恩
は
る
〉
也
。

毎
月
抄
云
、
「
大
か
た
帯
に
う
け
ら
れ
ぬ
物
は
秀
句
に
て
候
。
秀

句
も
自
然
に
何
と
な
く
よ
み
出
け
る
は
、
さ
て
も
有
ぬ
ベ
し
。
い

か
y
せ
ん
と
た
し
な
み
よ
め
る
秀
句
が
、
き
は
め
て
見
書
敷
み
ざ

め
す
る
事
に
て
侍
也
」
云
々
。

「
思
草
葉
末
に
む
す
ぶ
白
露
の
た
ま
l
t
Bき
て
は
手
に
も
た
ま
ら

ず」
こ
の
秀
句
自
然
に
出
て
か
ろ
く
う
つ
く
し
く
き
こ
ゆ
る
也
。

「
白
雪
の
春
は
か
さ
ね
て
立
田
山
を
ぐ
ら
の
み
ね
に
花
に
ほ
ふ
ら

し」
「
時
わ
か
ぬ
波
さ
へ
色
に
泉
川
は
は
そ
の
社
に
あ
ら
し
吹
ら

v
U」
「
秋
の
よ
の
月
ゃ
を
じ
ま
の
天
の
原
明
が
た
ち
か
き
あ
ま
の
つ
り

舟」
此
等
入
新
古
今
随
分
何
と
な
き
秀
句
な
れ
ど
も
、
「
恩
草
」
に
く

ら
べ
て
は
猶
耳
に
さ
は
る
所
あ
る
や
う
也
。
「
恩
草
」
は
此
等
よ

り
も
か
ろ
く
ま
ろ
ら
か
に
う
つ
く
し
き
也
。
こ
れ
ら
吟
じ
く
ら
べ

て
、
涙
の
氷
(
と
き
は
山
の
)
き
た
な
さ
よ
く
知
ら
る
〉
也
。
こ

れ
に
て
毎
月
抄
の
う
け
ら
れ
ぬ
と
あ
る
を
知
べ
き
な
り
。

3 

た
が
春
と
岩
も
と
す
げ
の
子
目
し
て
ひ
く
ま
の
〉
ベ
の
松
の
ひ

と
し
ほ

御
抄
「
此
寄
一
句
づ
〉
み
侍
れ
ば
常
の
詞
に
て
さ
ら
に
と
が
な
く

侍
る
を
、
只
秀
句
に
む
す
ぽ
〉
れ
て
つ

y
け
ゃ
う
の
あ
し
き
ゅ
へ

に
殊
外
(
に
)
な
る
物
也
」
云
々
。

一
首
の
心
は
、
た
が
春
と
い
ふ
べ
き
ぞ
、
春
と
一
五
は
今
日
引
ま
の

野
ベ
の
子
日
の
松
(
の
春
)
に
て
こ
そ
あ
れ
、
と
い
へ
る
心
に
や
。

抄
に
無
心
所
着
と
あ
れ
ど
も
、
左
様
に
て
は
あ
る
ま
じ
き
也
。
此

寄
ど
も
趣
向
は
一
す
ぢ
あ
り
て
、
或
い
ひ
お
ほ
せ
ず
、
或
趣
向
入

ほ
が
に
て
き
こ
え
ぬ
肩
ど
も
な
る
べ
し
。
た
が
春
と
い
は
ん
と
う

け
、
菅
の
ね
の
日
と
う
け
ん
た
め
、
子
日
の
用
に
も
た
与
ざ
る
岩

も
と
菅
と
り
出
せ
る
事
、
不
可
然
。
此
寄
句
ご
と
の
秀
句
一
々
き

与
に
く
し
。

「
立
別
い
な
ば
の
山
の
峰
に
生
る
松
と
し
き
か
ば
今
か
へ
り
こ

ん」
此
専
を
俊
成
卿
、
「
あ
ま
り
く
さ
り
過
て
よ
ろ
し
か
ら
ず
侍
を
、

今
か
へ
り
こ
ん
と
い
ひ
な
が
し
た
る
所
最
幽
玄
也
」
と
ぞ
貸
せ
ら
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れ
し
也
。
此
膏
は
下
ま
で
力
を
入
て
く
さ
り
つ
f
け
た
る
な
り
。

さ
れ
ば
つ
ま
り
て
い
や
し
く
聞
所
な
き
也
。

4 

消
が
て
の
白
雪
あ
を
き
若
草
に
を
み
の
衣
を
き
た
る
御
狩
場

小
忌
衣
は
豊
明
、
大
嘗
会
な
ど
の
神
事
に
着
用
す
る
也
。
地
の
白

き
に
育
摺
し
た
る
物
な
れ
ば
、
消
が
て
の
雪
に
若
草
の
も
え
出
た

る
は
青
摺
の
や
う
な
れ
ば
、
小
思
の
衣
に
見
な
し
て
小
思
の
衣
を

き
た
る
と
い
へ
り
。
惣
じ
て
あ
を
き
と
云
調
を
ぱ
嫌
う
へ
、
白
雪

あ
を
き
と
い
へ
る
以
外
不
宣
也
。
又
消
が
て
の
白
雪
と
い
へ
る
自

の
字
さ
し
て
用
な
し
。
消
が
て
の
雪
と
つ
f
け
た
る
や
う
に
は
な

く
、
き
与
に
く
し
。
消
が
て
の
雪
ま
に
育
き
と
い
ひ
て
も
事
は
足

ぬ
ベ
け
れ
ど
、
青
木
の
若
草
と
云
に
取
合
て
、
白
雪
と
置
て
ふ
し

さ

に
し
た
る
也
。
そ
の
作
意
様
が
き
〉
に
く

4
也
。
又
き
た
る
御
狩

場
は
小
忌
衣
を
狩
場
の
き
た
る
と
云
に
や
。
異
様
な
る
み
た
て
也
。

小
忌
衣
と
み
ゆ
る
と
い
ひ
て
は
や
す
ら
か
也
。
さ
い
ひ
て
は
ぬ
る

き
故
、
き
た
る
と
み
た
て
〉
い
ひ
た
る
な
る
べ
し
。
き
た
る
御
狩

場
、
詞
つ
よ
き
や
う
に
は
あ
れ
ど
も
い
や
し
く
き
た
な
き
詞
也
。

つ
よ
き
調
を
好
人
は
、
い
や
し
き
を
み
ず
し
て
つ
よ
き
調
を
用
ひ

た
が
る
也
。
そ
れ
よ
り
つ
よ
く
つ
か
ひ
な
れ
て
は
連
之
、
お
ぼ
え

ず
か
ゃ
う
の
詞
を
も
常
と
し
て
次
第
に
風
体
損
じ
行
事
也
。
よ
く

1
1・
心
を
付
ベ
し
。

5 

時
し
あ
れ
ば
暁
か
け
て
鱒
の
こ
ゑ
す
る
梅
を
人
や
お
る
ら
ん

祇
抄
コ
待
人
も
こ
ぬ
物
ゆ
へ
に
鴛
の
鳴
っ
る
花
を
折
て
け
る
か

な
」
と
い
ふ
寄
を
と
れ
り
。
本
曹
は
優
に
や
さ
し
き
さ
ま
な
り
。

大
路
そ
の
心
な
が
ら
、
暁
か
け
て
人
や
お
る
ら
ん
、
入
過
た
る
心

也
。
五
文
字
の
時
し
あ
れ
ば
も
心
た
ら
ず
。
時
し
も
あ
れ
と
こ
そ

云
ベ
き
を
如
此
い
へ
る
、
よ
ろ
し
か
ら
ず
」
云
々
。

御
抄
「
或
抄
に
、
「
あ
か
月
か
け
て
人
や
お
る
ら
ん
」
と
や
ら
ん

侍
る
寄
を
と
れ
る
也
。
声
す
る
梅
を
も
何
と
な
く
紡
柳
也
」
云
々
。

暁
か
け
て
人
や
折
ら
ん
、
類
句
等
考
ら
れ
て
も
此
下
旬
無
所
見
。

暁
か
け
て
と
い
へ
る
調
、
備
に
つ

t
き
た
る
也
。
文
暁
か
け
て
人

や
お
る
ら
ん
と
い
へ
る
心
に
や
、
き
〉
わ
き
が
た
し
。
い
づ
れ
に

て
も
人
や
お
る
ら
ん
と
い
へ
る
、
何
の
た
め
に
お
れ
る
事
や
ら
ん
、

そ
の
ゆ
へ
聞
え
が
た
L
o
¥別
毎
月
抄
本
寄
を
取
事
を
い
へ
る
に
、

「
余
に
幽
に
と
り
て
そ
の
専
に
て
よ
め
る
と
も
み
え
ざ
ら
ん
は
何

の
詮
か
侍
ベ
き
」
と
あ
り
。
是
よ
り
覚
え
よ
ら
る
れ
ば
、
源
氏
物

語
手
習
の
巻
に
、

「
ご
や
に
あ
か
た
て
ま
つ
ら
せ
給
。
下
ら
う
の
あ
ま
の
す
こ
し
わ

か
き
が
あ
る
め
し
い
で
与
花
を
与
ら
す
れ
ば
、
か
ご
と
が
ま
し
く
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も
串
咋
に
ほ
ひ
く
れ
ば
、

「
袖
ふ
れ
し
人
こ
そ
み
え
ね
花
の
香
の
そ
れ
か
と
匂
ふ
春
の
あ
け

ぼ
の
」
」

此
心
な
ど
に
て
も
あ
る
べ
き
也
。
こ
れ
に
て
は
、
暁
か
け
て
人
や

お
る
ら
ん
、
き
こ
ゆ
る
や
う
也
。
暁
か
け
て
に
闘
加
を
も
た
せ
て

き
こ
ゆ
る
也
。
さ
れ
ど
も
心
詞
此
所
を
と
れ
り
と
き
こ
ゆ
る
所
は

な
き
也
。
此
心
に
し
て
み
る
時
は
、
暁
が
た
に
ち
か
く
に
ほ
ひ
く
る
に
つ

け
て
人
や
お
る
ら
ん
、
日
比
鷺
の
声
し
た
る
む
め
を
時
あ
り
て

人
や
お
る
ら
ん
、
忍
て
備
の
ね
ぐ
ら
を
し
め
て
ゐ
る
や
ら
ん
も

し
ら
で
折
か
と
、
心
も
と
な
く
恩
た
る
心
な
ど
に
て
あ
る
べ
き

也。但
是
ま
で
は
な
く
、
「
待
人
も
」
の
帯
に
て
お
り
て
け
る
哉
と

人
や
お
る
ら
ん
と
か
へ
、
待
人
も
こ
ぬ
を
時
し
あ
れ
ば
と
し
、

憶
の
鳴
っ
る
と
あ
る
に
風
景
を
そ
へ
て
、
暁
か
け
て
と
よ
み
け

る
也
。

日

桜
花
よ
も
の
山
の
は
咲
み
ち
て
ふ
じ
の
す
が
た
に
匂
ふ
白
雲

御
抄
コ
桜
花
咲
ぬ
る
時
は
か
づ
ら
き
の
山
の
す
が
た
に
か
〉
る

白
雲
」
此
家
隆
卿
の
寄
を
お
も
ふ
に
や
。
桜
花

k
よ
も
と
い
ふ
よ

り
(
祇
抄
同
)
、
毎
句
の
つ

t
き
切
々
に
し
て
さ
ま
も
又
事
過
た

る
な
り
。
末
代
の
寄
は
い
か
に
も
入
ほ
が
さ
ま
過
侍
る
に
こ
そ
。

「
こ
し
の
白
根
に
春
風
ぞ
吹
」
を
お
も
ひ
て
い
へ
る
に
や
。
家
隆

卿
は
咲
み
ち
た
る
花
を
山
の
す
が
た
に
か
〉
る
白
雲
と
よ
め
れ
ば

こ
そ
、
誠
殊
勝
に
侍
れ
。
こ
れ
は
す
が
た
に
匂
ふ
べ
き
事
、
い
か

に
ぞ
や
侍
り
」
云
々
。

詠
歌
大
概
「
近
代
之
入
所
詠
出
之
心
調
雄
一
旬
謹
可
除
棄
之
」
。

又
近
代
秀
歌
「
今
の
世
に
か
た
を
な
ら
ぶ
る
と
も
が
ら
、
た
と
へ

ば
ょ
に
な
く
と
も
、
昨
日
け
ふ
と
い
ふ
ば
か
り
に

τい
で
き
た
る

寄
は
、
一
句
も
そ
の
人
の
よ
み
た
り
し
と
み
え
ん
事
を
さ
ら
ま
ほ

し
く
恩
ひ
給
へ
侍
る
也
」
云
々
。

文
順
徳
院
百
首
、
御
製
に
、

は

コ
か
ひ
が
ね
中
山
の
す
が
た
も
う
づ
も
れ
て
雪
の
な
か
ば
に
か
〉

る
白
雲
」

雪
の
な
か
ば
、
殊
め
づ
ら
し
く
候
。
山
の
す
が
た
、
建
保
の
比
ほ

ひ
、
秀
専
と
て
き
こ
え
候
め
り
」
云
々
。

山
の
す
が
た
を
ふ
じ
の
す
が
た
と
か
へ
た
り
と
て
、
近
代
の
膏
を

か
せ
る
答
は
お
な
じ
か
る
べ
き
也
。
ふ
じ
の
す
が
た
と
い
へ
る
は
、

満
山
花
な
れ
ば
雪
と
み
え
た
る
を
ふ
じ
の
す
が
た
と
い
へ
る
に

や
。
家
隆
膏
は
花
の
雲
な
れ
ば
、
山
の
す
が
た
に
か
与
る
白
雲
と

い
へ
り
。
四
方
の
山
の
は
咲
み
ち
た
れ
ば
と
て
富
士
の
姿
と
は
み

ゆ
べ
か
ら
ざ
る
也
。
抄
に
も
あ
る
と
を
り
、
よ
も
の
山
の
は
咲
み
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ち
て
と
云
句
う
つ
り
切
々
也
。
さ
く
ら
花
よ
も
と
い
ふ
も
又
つ
ー

か
ざ
る
也
。
ふ
じ
の
す
が
た
に
匂
ふ
白
雲
も
、
山
の
す
が
た
に
か

〉
る
と
い
へ
る
つ
£
き
の
や
う
に
は
よ
く
は
き
こ
え
ざ
る
也
。

7 

吹
わ
た
る
雲
の
か
け
は
し
と
絶
せ
ず
ち
る
か
よ
し
の
h
峰
の
桜

木
御
抄
「
吉
野
の
峰
よ
り
花
の
す
き
ま
な
く
散
は
雲
の
梯
の
知
く
な

る
よ
し
。
姿
、
か
、
ふ
り
優
に
侍
れ
ど
も
、
花
の
ち
る
を
雲
の
梯
と

と
り
な
す
事
、
余
に
ぞ
き
こ
え
侍
。
桜
木
と
と
ま
り
侍
も
よ
ろ
し

か
ら
ず
と
ぞ
。
吹
わ
た
る
も
風
な
く
て
は
如
何
ぞ
や
」
。
又
或
抄

コ
春
の
よ
の
夢
の
う
き
橋
と
絶
し
て
峰
に
わ
か
る
h

横
雲
の
そ

戸
り
」

「
う
つ
り
行
雲
に
あ
ら
し
の
声
す
也
ち
る
か
ま
さ
き
の
か
づ
ら
き

の
山
」

此
両
首
を
と
れ
り
」
と
云
々
。

御
説
「
此
両
首
の
上
旬
下
旬
の
詞
、
句
法
を
と
り
合
て
一
首
と
し
、

物
を
か
へ
た
る
を
作
意
と
し
て
よ
め
り
。
我
カ
を
ふ
か
く
入
ず
し

て
我
物
が
ほ
に
し
た
る
心
、
別
し
て
嫌
へ
る
所
也
。
雲
の
か
け
は

し
と
だ
え
せ
ず
と
い
へ
る
、
夢
の
う
き
は
し
と
絶
し
て
と
お
な
じ

ゃ
う
な
る
事
な
が
ら
、
「
横
雲
」
の
耳
は
春
の
よ
の
夢
と
つ
f
き

た
る
ゆ
へ
末
ま
で
う
つ
く
し
く
、
こ
れ
は
吹
わ
た
る
雲
と
は
つ
泣

か
ず
、
又
と
絶
せ
ず
と
い
へ
る
は
、
と
絶
し
て
と
云
や
う
に
は
な

く
き
〉
に
く
き
詞
也
。
そ
れ
故
に
や
、
句
ご
と
に
あ
し
く
き
こ
ゆ

る
也
。
ち
る
か
よ
し
の
も
又
き
〉
よ
か
ら
ず
。
峰
の
桜
木
、
木
の

字
猶
心
き
与
に
く
し
。

〈
付
記
〉
な
お
判
読
に
苦
し
む
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
残
る
。
大
方
の
ご
示
教

を
踊
れ
ぽ
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
大
名
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
呆

で
あ
る
が
、
〈
翻
刻
〉
以
外
の
箇
所
に
つ
い
て
は
代
表
し
て
中
村
が
担
当

した。
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(
い
は
ら
は
な
え
・
本
字
文
学
研
究
科
修
士
課
程
)

(
お
お
や
ま
か
ず
や
・
本
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
}

(
く
ま
が
い
か
ず
み
・
本
学
瓦
学
研
究
科
修
士
課
程
)

(
こ
ば
や
し
ゅ
う
い
ち
・
本
字
文
学
研
究
科
修
士
課
程
)

(
ゃ
ま
だ
さ
よ
こ
・
本
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
)

(
な
か
む
ら
た
け
し
・
本
学
非
常
勤
講
師
)


